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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

大野市では令和６年度に、中学校５校を２

校に再編した。休日の部活動についても同じタイ

ミングでの地域移行完了を目指し、学校での部

活動に代わって生徒がそれぞれに適した環境で

活動を行うことができるよう、地域におけるスポー

ツ活動環境の整備を段階的に進めてきた。令和

4年度からサッカー、軟式野球、バスケットボール

の3競技において実証を開始し、令和6年度に

はバレーボール、卓球、バドミントン、ソフトテニス、

陸上競技の5競技において休日の部活動を地

域クラブに移行し、休日に活動している常設部

活動における休日部活動の地域移行が完了と

なった。

大野市の休日部活動の地域移行にあたっては、

既存のクラブチームや各競技連盟・協会に各地

域クラブ活動を運営していただいているが、各団

体においては資金の確保や指導者の確保、固

定された練習会場の確保（特に積雪のある冬

場）などに課題がある。

面積 872.43 k㎡

人口 29,946 人

公立中学校数 2 校

公立中学校生徒数 650 人

部活動数 15 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済

出典:大野市小中学校再編計画
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・教育総務課…部活動改革の主幹、学校との調整・連携、学校に関する事項について

◉首長部局

・スポーツ推進課…中学生の地域スポーツ活動の環境整備

令和6年4月～

軟式野球、バスケットボール、
サッカー、バレーボール、卓球、
バドミントンの地域クラブ活動
の実施

令和6年5月
第１回大野市部活動地域移
行検討委員会の開催

令和6年9月
ソフトテニス・陸上競技の地域
クラブが活動を開始

令和6年11月

・第2回大野市部活動地域移
行検討委員会の開催

・地域クラブへのニーズ調査
（内容：スクールバスの利
用）

令和6年12月
～令和7年1月

中学1・2年生とその保護者へ
のアンケート（内容：休日部
活動の地域移行）

令和7年2月
第3回大野市部活動地域移行
検討委員会の開催

休日における地域スポーツクラブ活動の運営

運営主体

大野市軟式野球連盟
大野ジュニアバスケットボールクラブ

大野市サッカー協会
ピクルス（女子バレーボール）

Ｓｈｉｎｙ Ｃｒｅｗ（女子バレーボール）
大野市卓球協会

大野ジュニアＢＣ（バドミントン）
大野市ソフトテニス協会
大野市陸上競技協会

各中学校

生徒

部活動
顧問

教育委員会

首長部局 兼
職
兼
業

大野市

スポーツ
推進課

地域文化課

教育
総務課

連
携

業
務
委
託

相
談
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 2 校 実施した地域クラブ総数 9 クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） 9 クラブ（15 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） 0 クラブ

全体の指導者数 39 人 全体の運営スタッフ数 44 人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
実施回
数

実施時間帯
参加者

（学年別）
実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務）
会費

大会参加方
法

大野クラブ
（大野市軟
式野球連
盟）

競技団
体

軟式野球 週 1 回
休日
8:30～11:30

1年生6人
2年生7人

令和6年
4月1日
～令和7
年3月31
日

旧尚徳中学

校グラウンド
（冬季は市
内体育館）

4 人 1 人 都度集金 地域クラブ

Axis
（大野ジュ
ニアバスケッ
トボールクラ

ブ）

地域のク
ラブチーム

バスケットボー
ル

週 4 回

月・水

19:30～21:00
木 18:30～20:00
土 8:30～11:30

1年生10人
2年生15人
3年生9人

令和6年
4月1日
～令和7
年3月31

日

開成中学
校

8 人 8 人

月会費
（週4日）
3,500円
（週2日）

2,500円

中体連：参
加していない
その他：地域
クラブ

大野シティジュ
ニアユースフッ
トボールクラブ
（大野市サッ
カー協会）

競技団
体

サッカー 週 3 回
平日 18:30～
20:30
休日 随時

1年生12人
2年生20人
3年生5人

令和6年
4月1日
～令和7
年3月31
日

真名川憩
いの島
（冬季は
市内体育
館）

7 人 10 人

年会費
5,000円
月会費
3,000円

中体連：参
加していない
その他：地域
クラブ

ピクルス
地域のク
ラブチーム

女子バレー
ボール

週 4 回
平日 19:00～
21:00
休日 随時

1年生1人
2年生6人
3年生1人

令和6年
4月1日
～令和7
年3月31
日

学びの里
めいりん
体育館

2 人 8 人
月会費
1,000 円

地域クラブ
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

クラブ名
運営団
体種別

種目
実施回
数

実施時間帯
参加者

（学年別）
実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務）
会費

大会参加方
法

Shiny Crew
地域のク
ラブチーム

女子バレー
ボール

週 3 回
平日 19:00～
21:00
休日 随時

1年生1人
2年生4人

令和6年
4月1日
～令和7
年3月31
日

月：旧上
庄中学校
木：陽明
中学校

2 人 4 人
月会費
2,000 円

参加していな
い

大野クラブ
ジュニア
（大野市卓
球協会）

競技団
体

卓球 週 5 回
平日 19:00～
21:00
休日 随時

1年生5人
2年生4人
3年生1人

令和6年
4月1日
～令和7
年3月31
日

エキサイト
広場

3 人 3 人
月会費
1,000 円

中体連：部
活動
その他：地域
クラブ

大野ジュニア
ＢＣ

スポーツ
少年団

バドミントン 週 5 回
平日 19:30～
21:00
休日 随時

1年生5人
2年生9人

令和6年
4月1日
～令和7
年3月31
日

市内小中
学校

5 人 7 人
年会費
6,000 円

中体連：地
域クラブもしく
は部活動
その他：地域
クラブ

大野ソフトテニ
スクラブ
（大野市ソフ
トテニス協
会）

競技団
体

ソフトテニス 週 1 回 9:00～12:00 1年生6人

令和6年
9月7日
～令和7
年3月31
日

明治公園テ

ニスコート
（冬季はB
＆G海洋セ
ンター体育
館）

5 人 1 人
月会費
1,000 円

中体連：部
活動
その他：参加
していない

結アスリートク
ラブ
（大野市陸
上競技協
会）

競技団
体

陸上競技 週 1 回 9:00～11:00
1年生10人
2年生10人

令和6年
9月14日
～令和7
年3月31
日

奥越ふれ
あい公園

陸上競技
場 ほか

4 人 2 人

年会費
1,500 円

1回あたり
700円

中体連：部
活動

その他：参加
していない

③その他、体験会やイベント等の開催実績

●特になし
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

サッカー

運営団体名 大野市サッカー協会

期間と日数
4月1日 ～ 3月31日

週4回程度

指導者の主な属性 社会人、教員（兼職兼業）

活動場所
夏季：真名川憩いの島グラウンド
冬季：旧尚徳中学校体育館

主な移動手段
自転車、徒歩
遠征時は所有バスと借上バス

１人あたりの参加会費
等（年額）

41,000円

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,450円/年

●大野シティジュニアユースフットボールクラブ 活動概要

●運営スタッフ 10名

役割：会場・指導者の手配などの事務を行う

●指導者 7 名

役割：競技の技術指導を行う

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

大
野
市

大
野
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
運
営
主
体
）

開
成
中
学
校
・
陽
明
中
学
校

サッカー

業務委託
参加

・運営体制の整備
・地域クラブ活動の実施
・指導者謝金の支払い
・保険加入
・連絡体制
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取組内容

2.実証内容と成果

〇大野市部活動地域移行検

討委員会を、令和６年度に３

回実施し、各団体間での意見

交換・共有を行う。

〇総括コーディネーターを配置し、

関係団体との連絡調整・指導

助言等を行う。

〇運営団体・実施主体の運営

体制の整備や人材の確保など、

持続可能な運営ができる組織

体制の整備を行う。

〇３回の大野市部活動地域移行検討委員会において、各団体から課題点を聴取し、課題の解決に向けた調

整を行った。

〇総括コーディネーターが関係者との必要な調整や助言を行い、予定していた時期にソフトテニス・陸上競技の地

域クラブが活動を始めることができた。

〇学校部活動および新たな地域クラブ活動のあり方等に関する方針を策定している。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

〇中学校の部活動顧問や各競技団体・地域クラブ間の調整や助言を

行い、ソフトテニス・陸上競技の地域クラブ立ち上げに向けての準備を後

押しし、運営団体の体制整備に関わった。活動開始の際には、保護者

説明会に同席し、保護者の理解を得ることに尽力した。

〇活動場所などの課題に対応し、中学生の地域におけるスポーツ活動

環境整備をさらに進めるため、引き続き助言や調整を行う必要がある。



8

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保 ／ ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項（イ）

今後の課題と対応方針

〇大野市スポーツ指導者資格取得補助金制度を活用し、１名が指導

者の資格を取得した。

〇生徒に実施したアンケートでも、回答した生徒のうち約80％が「技術

が向上した」と回答している。

取組の成果（イ）

〇活動場所の固定化などの課題については、引き続き検討が必要となる。

〇特設部活動として継続している柔道、剣道、相撲、水泳、スキーの競

技団体などと、地域移行の実現やこれからの活動方針について情報共有

や協議を行っていく必要がある。

〇大野市スポーツ指導者資格取得補助金制度を活用し、指導者の資

格取得を促し指導者の質を保証する。

〇福井県が設置した人材バンクを周知し、活用を促した。

取組事項（ウ）

〇市、各競技団体・地域クラブや大野市スポーツ協会、学校と連携し

検討を重ねる。

〇３回実施した大野市部活動地域移行検討委員会において、各団

体から課題が提起された。その中で対応できるものから順次取り組んで

おり、市内学校施設の備品の整備や使用料の減免に関しての協議、

遠征時のスクールバスの活用についての検討や、活動場所の固定化に

ついての検討などを行った。

〇大野市部活動地域移行検討委員会において、各地域クラブ間で情

報共有を行うことで、他団体の体制を参考にして、それぞれの団体内の

体制整備が図られた。

取組の成果（ウ）

2.実証内容と成果

出典：休日部活動の
地域移行に関する生
徒・保護者アンケート
結果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組
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2.実証内容と成果

取組内容

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組 ／ カ：参加費用負担の支援等

取組事項（エ）

今後の課題と対応方針

〇少子化の影響で部員数が減り、単独校でのチーム結成が難しくなってき

た部活動があったものの、市内中学校の部員が各地域クラブで活動するこ

とにより、チームを結成したり、団体での大会参加が可能となった。

取組の成果（エ）

〇加入生徒数が伸びないことに悩んでいる地域クラブがある。地域クラブへ

の加入はあくまで任意であることなどを念頭に、どの程度学校部活動の顧

問と連携して地域クラブへの加入を促すか、検討が必要である。

〇参加費用の支援については、保護者等による申請が必須であるため、

なるべく負担のかからない形での支援方法を検討する必要がある。

〇学校再編により、市内2中学校となった。市内２中学校を対象とした

運動部活動の地域スポーツ活動団体への移行を進める。

取組事項（カ）

〇地域文化活動に参加する困窮世帯に対して、必要な経費を支援す

る。

〇就学援助の認定を受けた世帯

の中学生が地域クラブに参加して

場合、年間22,000円を上限に参

加費用を支援した。

取組の成果（カ）

出典：休日部活動の地域移
行に関する生徒・保護者アン
ケート結果

出典：参加費支援周知用チラシ

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組
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取組内容

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

取組事項（キ）

今後の課題と対応方針

〇施設利用予約システムやスマートロックの導入により、利用者の

利便性が向上した。

〇大野市公共施設使用料減免規則により、高校生以下が活動

する場合の施設使用料が1/4に減免される。

取組の成果（キ）

〇来年度の途中から使用料の改定が予定されており、中学生の休日の

地域活動を担う団体は使用料が免除となる予定であるが、それに伴い、た

くさん予約して予約をキャンセルする団体が出てくる可能性がある。その結

果、予約したくてもできない団体が出てくる恐れがあるため、施設予約の

ルール整備を行う必要がある。

〇施設利用申請にあたっては、予約システムからの申請が可能となった。

〇学校施設等の体育施設にスマートロックを導入した。

2.実証内容と成果
ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

●取組項目名 ク：その他の取組

〇サッカー部においては、休日だけではなく平日も地域移行を行っ

た。

〇一部の部活動において、休日だけでなく平日も地域移行を行った。

取組事項（ク）

取組の成果（ク）
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

各地域クラブごとにそれぞれ課題があるため、市として解消できる課題について対応

し、他の組織等に起因する課題については、当該団体へ課題の解消を求めていく必

要がある。

それぞれの生徒が、休日にやりたいことができる環境を整備するため、今後も各地域

クラブや競技団体、学校及び各関係機関との調整や協議を行っていく。

●今後に向けて

今年度は、バレーボール、卓球、バドミントン、ソフト

テニス、陸上競技の休日部活動が地域へ移行し、

常設の休日部活動の地域移行が完了した。ソフトテ

ニス・陸上競技の地域クラブ設立にあたっては、各中

学校の部活動顧問や各競技団体、市教育委員会

とで何度も協議を行い、スムーズに移行することができ

た。

生徒と保護者に向けたアンケートの結果では、生徒

も保護者も「地域クラブでの活動が充実している」と

回答した割合が多くなった。このことから、各地域クラ

ブの尽力により生徒の望むような活動が展開されてい

ることが分かる。費用負担についても、保護者からは

おおむね理解を得られているようであり、各地域クラブ

が適切な金額設定となるよう工夫を凝らしていること

がうかがえる。

今後もこのような状況を維持・向上させていくため、

各地域クラブと連携して地域移行を進めていく必要

がある。

今年度はソフトテニス・陸上競技の地域クラブが設立され、当初の目標であった、常

設部活動における休日部活動の地域移行が予定していたスケジュール通りに完了し

た。

アンケートの結果からは、地域クラブの尽力により、生徒も保護者もおおむね満足の

いく地域クラブ活動となっていることがうかがえる。休日の地域クラブ活動に参加していな

い生徒も、休日の時間を有効に活用していることがわかった。このことから、地域移行に

あたっての目標である、休日は生徒それぞれが取り組みたいことに時間を使えるという

状態に近づけていると考える。

一方で、アンケートには休日部活動の地域移行について十分理解が進んでいないと

いう意見もあり、保護者や保護者以外の市民に向けても理解を得られるよう情報発

信を続ける必要がある。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●参加者の声●アンケート結果

（生徒の回答） 中学1・2年の生徒

・参加費が高い、安くして欲しい

・もっとゲームをしたい

・テスト期間中は、休みにしてほしい

・クリスマス会とかの楽しいイベントを開催してほしい

・がんばる

・トップでいたい

・上手い人に合わせて練習してほしい

・忘れ物を少なくしてほしい

・練習方法を変えて欲しい

中学1・2年の生徒の保護者

・活動内容をもっと充実させてほしい。試合が年々少なく

なっている。

・週末の部活動がなくなる中クラブチームを作って下さり子

供達を見ていただけるのはとてもありがたく思います。

・地域クラブでは、指導者の確保などの課題はあると思いま

すが、学校での部活動には先生方の負担があるので、地

域クラブの充実に期待したいです。（本当は、学校の先

生と部活動をして欲しいと思っています。）

・いずれかの中学校のグランドで、夕方の部活の時間帯に

できたら望ましいのだと思います。活動時間が遅いのと、送

迎はなかなか大変です。

（保護者の回答）
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果③

【バスケットボール（男子）：試合】 【バスケットボール（女子）：練習時】

【軟式野球：冬の体力づくりトレーニング】 【サッカー：試合指導】
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果③

【卓球：多球練習】 【ソフトテニス：練習風景】

【ピクルス：試合中の作戦会議】 【Shiny Crew：練習風景】
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果③

【陸上：ウォーミングアップ（ドリル）】

【バドミントン（男子）：試合中のミーティング】 【バドミントン（女子）：試合風景】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

●ステークホルダー

学校、各地域クラブや競技団体、

市教委

●経過

実践研究を実施する受け皿団体も

検討委員として参加し、活動状況

報告にてお互いの状況を確認しなが

ら実践研究を進めた。

●実施内容、工夫した点 等

団体競技は少子化により練習試合

が単独でできない状況になっており、

早急に校区を越えた広域での活動と

する必要があったため、受け皿団体

の理解が得やすく、お互い協力して

実践研究を進めることができた。

●ステークホルダー

学校、各地域クラブや競技団体、

市教委、総括コーディネーター

●経過

令和５年度より、総括コーディネー

ターを配置し、学校顧問と地域クラブ

と教育委員会の３者での協議の場

を設けた。

●実施内容、工夫した点 等

先行する3競技の実践研究や実証

事業を参考に、各競技団体と総括

コーディネーターが、競技ごとに個別に

協議を重ねた。その結果、残りの5競

技すべてにおいて受け皿団体が確保

でき、令和６年度より実証事業がで

きる体制が整った。

●ステークホルダー

学校、各地域クラブや競技団体、

市教委、総括コーディネーター

●経過

令和６年度の夏季大会終了後より、

休日の部活動を地域クラブ活動へ

完全に移行するため、休日に活動す

るすべての部活動の受け皿団体の

確保した。

●実施内容、工夫した点 等

今年度新たに設立となった地域クラ

ブについては、各競技団体と市、学

校顧問間の協議を複数回もつことで、

スケジュール通りに活動を開始するこ

とができた。

令和4年

生徒、保護者へ
の説明

令和6年

学校現場と地
域クラブとの調
整

地域クラブ活動
の開始

地域クラブ活動
の拡大

部活動顧問・
関係団体との
検討を開始

地域クラブ活動
の拡大

休日部活動の地
域移行の完全実
施
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

令和５年度 令和７年度

運

動

部

３

競

技

R４より引き続き実証事業を実施

【サッカー】平日も休日も地域クラブに活動を移行

【バスケットボール】休日の部活動に加え、より高度な技

術指導を求める生徒が地域クラブで活動

【軟式野球】段階的に地域クラブ活動へ移行するために４

校合同部活動を実施、より高度な技術指導を求める生徒が

地域クラブで活動

引き続き実証事業を実施

【サッカー】地域クラブの活動を維持

【バスケットボール】夏季大会以降、

　　　　　　　　　　地域クラブでの活動

【軟式野球】４月～夏季大会までは合同部活動、

　　　　　　以後は地域クラブでの活動

運

動

部

５

競

技

総括コーディネーターが各競技の協会等と学校顧問の間に

入り、協議や調整を実施
R６より実証事業を実施

【バレーボール・卓球・バドミントン】４月から移行

既存の地域クラブが受け皿となり、地域移行を実施

【陸上、ソフトテニス】９月から移行

協会内で新たに地域クラブを立ち上げ、地域移行を実施

吹

奏

楽

部

R５より実証事業を実施

段階的に地域クラブ活動へ移行するために、１０月から月

１回、３校合同部活動を実施

引き続き実証事業を実施

４月～文化祭、発表会までは、２校それぞれでの部活動

文化祭・発表会（10月）以降は、地域クラブでの活動

検

討

委

員

会

等

検討委員会を開催（スポーツ推進課、地域文化課と連携） 検討委員会を開催（スポーツ推進課、地域文化課と連携） ■検討委員会を開催（スポーツ推進課、地域文化課と連携）

■３課の担当者会議を実施

部活動の地域移行における課題を解決していくため、定期

的に３課で担当者会議を実施する。

※３課…（教育総務課、スポーツ推進課、地域文化課）

総

括

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

・休日に活動するすべての部活動について学校と状況や地

域移行に向けた課題を整理

・先行する３競技の地域クラブの状況と課題の整理

・吹奏楽部の実証事業に向け関係者との連絡調整

・これから地域移行となる５競技について、各競技の協会

に受け皿団体を依頼

■実証事業で出た課題の整理を行うために、関係機関の間

の調整をする。

・課題解消に向けた３課での担当者会議の実施、

　３課間の調整

・特設部活動（柔道、剣道、相撲、水泳、スキーなど）の

実施

　団体との調整

・地域クラブと学校、市間の調整

・国、県、他市町からの情報収集

■地域移行の実施状況について、顧問等からききとり

（国）休日の部活動について令和５年度～令和７年度を『 改革推進期間 』 と位置付け各種支援を実施

令和６年度

運動部は夏季大会後、文化部は文化祭や発表会後に休日の部活動を行

わず、希望する生徒が地域クラブでの活動にスムーズにシフトできる

よう、個々の競技・吹奏楽ごとに地域クラブや学校を交えて協議を重

ね、調整を図る。

休

日

の

活

動

は

地

域

ク

ラ

ブ

へ

移

行

　

　

【

運

動

部

】

夏

季

大

会

後

　

　

【

文

化

部

】

文

化

祭

や

発

表

会

後

平日は学校で活動

休日は地域クラブで活動

【令和７年度の検討予定内容】

実証事業で出た課題について（仮称）部会において協議を

行い、整理と調整を行う。

・地域クラブのスクールバス利用について、試行と検討

・会場の確保や使用料について

・吹奏楽部の楽器や練習場所について

・特設部活動のあり方についての検討

・平日部活動地域移行の可能性について検討

・改革推進期間終了後の地域クラブの支援について検討

【目指す姿 】

◎地域におけるスポーツ・文化活動の環境整備を行うこと

で、学校に代わり地域で、生徒がそれぞれに適した環境で

活動を行うことができるようにする。

※検討委員会で地域クラブ活動の状況と課題を確認・整理

し、地域クラブの活動が維持できるよう、教育総務課、ス

ポーツ推進課、地域文化課が連携して、必要となる支援を

検討する。

【働き方改革について 】

休日の部活動地域移行前後における教員の部活動指導の比

較（中学校全体）

■６月について比較（部活動指導が忙しい時期）

〇時間外在校時間等時間（休日も含む）のうち部活動指導

の時間

Ｒ４平均２６時間２８分

Ｒ６平均　７時間３６分

【平均：１８時間５２分の改善 】

〇休日勤務（勤務の内容を問わない）

Ｒ４平均勤務日数３．０日

Ｒ６平均勤務日数１．３日

【平均：１．７日の改善 】

■１０月について比較（休日の部活動の地域移行完了前と

後を比較）

〇時間外在校時間等時間（休日も含む）のうち部活動指導

の時間

Ｒ５平均９時間１３分

Ｒ６平均３時間５２分

【平均：５時間２１分の改善 】

〇休日勤務（勤務の内容を問わない）

Ｒ５平均勤務日数１．４日

Ｒ６平均勤務日数０．４日

【平均：１日の改善】

各地域クラブ 学校部活動

総括コーディ

ネーター

第１回（５月）

【内容】

R ５の各地域クラ

ブの活動状況と課

題の解消等

【参加者】

地域クラブ

スポーツ協会

PTA連合会

中学校

第２回（１１月）

【内容】

各種運動部及び吹

奏楽部の地域移行

の進捗状況

【参加者】

地域クラブ（吹奏

楽加入）

スポーツ協会

 文化協会 

PTA連合会

中学校

第３回（２月）

【内容】

R ５実証事業の検

証等

【参加者】

地域クラブ

スポーツ協会

文化協会

PTA 連合会

中学校

第１回（５月）

【内容】R ６の各地域クラブの活動状況

第２回（１１月）

【内容】R ６の各地域クラブの活動状況と課題の解消等

第３回（２月予定）

【内容】R ６実証事業の検証等

調

整

調

整

【参加者】

地域クラブ（男子バレーボール加入）スポーツ協会、

文化協会、PTA連合会、中学校

第１回（５月）

【内容】R ７の各地域クラブの活動状況と課題の解消等

　　↕　必要に応じて（仮称）部会を実施

第２回（１～２月）

【内容】R ７実証事業の検証等、Ｒ8の方針等について

【参加者】

地域クラブ（バレーボール、卓球、バドミントン、ソフトテニス、陸上加入）

スポーツ協会、文化協会、PTA連合会、中学校
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

勝山市は昭和43 年に開催された福井国体に

おいてバドミントン競技が実施されたことをきっかけ

に、バドミントン競技が盛んとなり、オリンピアンを輩

出したり、全国中学校体育大会において優勝を

飾るなど輝かしい成績を納めるなど、スポーツに対

して非常に熱心な土地柄である。しかし、近年は

人口減少に伴う生徒数の減少により成り立たない

部活動も出てきている。今年度は勝山北部中学

校において女子ソフトボール部が休部となったり、

軟式野球部やサッカー部、バレーボール部などでは

大会の出場のために合同チームを結成している。

令和５年度はバドミントン、バレーボール、陸上競

技において地域移行を先行的に実施していたが、

他の自治体例に漏れず、指導者不足が叫ばれて

いる。この点については、核となる移行を受け入れ

る団体が存在しないため、個別に競技団体に依

存している現状がある。また、部活動は学校がす

るものという認識が強いため、地域移行に関する

保護者の抵抗感が少なからずあるのではないかと

思われる。なお、令和９年４月開校を目指して

３中学校を統合する新中学校の準備を進めてい

る。

面積 253.88 k㎡

人口 21,056 人
（令和6年12月末現在）

公立中学校数 3 校
（令和6年4月1日現在）

公立中学校生徒数 495 人
（令和6年5月1日現在）

部活動数 28 部活
（令和6年4月1日現在）

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

―

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

―

南部 中部 北部 計 学級 南部 中部 北部 計 学級 南部 中部 北部 計 学級 南部 中部 北部 計 学級 南部 中部 北部 計 学級

中1 73 61 41 175 7 68 65 39 172 8 54 65 45 164 7 62 63 43 168 6 60 58 30 148 5 中1

中2 60 62 44 166 6 79 66 44 189 8 68 65 39 172 8 54 65 45 164 7 62 63 43 168 6 中2

中3 73 66 36 175 7 62 65 44 171 7 79 66 44 189 8 68 65 39 172 8 54 65 45 164 7 中3

計 206 189 121 516 209 196 127 532 201 196 128 525 184 193 127 504 176 186 118 480 計

学級 8 6 6 20 8 9 6 23 8 9 6 23 7 8 6 21 6 7 5 18 学級

学級当
生徒数 25.8 31.5 20.2 25.8 26.1 21.8 21.2 23.1 25.1 21.8 21.3 22.8 26.3 24.1 21.2 24.0 29.3 26.6 23.6 26.7

学級当
生徒数

南部 中部 北部 計 学級 南部 中部 北部 計 学級 南部 中部 北部 計 学級 南部 中部 北部 計 学級 南部 中部 北部 計 学級

中1 59 56 40 155 6 60 62 31 153 5 54 63 41 158 6 41 51 48 140 6 49 56 28 133 5 中1

中2 60 58 30 148 5 59 56 40 155 6 60 62 31 153 5 54 63 41 158 6 41 51 48 140 6 中2

中3 62 63 43 168 6 60 58 30 148 5 59 56 40 155 6 60 62 31 153 5 54 63 41 158 6 中3

計 181 177 113 471 179 176 101 456 173 181 112 466 155 176 120 451 144 170 117 431 計

学級 6 6 5 17 6 6 4 16 6 6 5 17 6 6 5 17 6 6 5 17 学級

学級当
生徒数 30.2 29.5 22.6 27.7 29.8 29.3 25.3 28.5 28.8 30.2 22.4 27.4 25.8 29.3 24.0 26.5 24.0 28.3 23.4 25.4

学級当
生徒数

凡例

南部 中部 北部 計 学級 南部 中部 北部 計 学級 ：1学年1学級を示す

中1 37 56 29 122 5 47 55 28 130 5 ：勝山市立中学校生徒数を示す

中2 49 56 28 133 5 37 56 29 122 5

中3 41 51 48 140 6 49 56 28 133 5

計 127 163 105 395 133 167 85 385

学級 6 6 4 16 6 6 3 15
学級当
生徒数 21.2 27.2 26.3 24.7 22.2 27.8 28.3 25.7

中学校生徒数の今後の推移見込み
令和４（2022）年度 令和５（2023）年度 令和６（2024）年度 令和７（2025）年度 令和８（2026）年度

令和９（2027）年度 令和１０（2028）年度 令和１１（2029）年度 令和１２（2030）年度 令和１３（2031）年度

令和１４（2032）年度 令和１５（2033）年度
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勝山市立中学校生徒数経過
（昭和４９年度～令和３年度）

北部中学校 中部中学校 南部中学校
最高　1609人

※令和４年度までは学校基本調査、令和５年度以降は住民基本台帳の人数をもとに推計

※転出入により、生徒数は変わる可能性がある

※普通学級数は、各学年 ３２人学級で計算 

※推計生徒数には特別支援学級の生徒も含まれるため、 実際の普通学級数は変わる

   可能性がある

勝山市立中学校再編計画より
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・事務の総括、学校との連絡調整

◉首長部局

・各種スポーツ団体との連絡調整

令和６年４月

・各競技団体と地域移行に関
する打合せ
・各競技団体において参加者
等への説明
・３競技において事業実施

令和６年５月 ・各競技団体の活動内容視察

令和６年８月
・中学校部活動についての意見
交換会

令和６年９月
・勝山市地域スポーツ・文化活
動ワーキングチーム会議

令和６年10月 ・勝山市中体連臨時理事会

令和６年11月
・地域移行対応可能団体の洗
い出し（R7年度以降）

令和６年12月
・勝山市地域スポーツ・文化活
動ワーキングチーム会議

令和７年１月
・次年度以降の活動体制につ
いて聞き取り（国実証実験希
望団体）

令和７年２月 ・R6年度実績報告

勝山市 勝山市バレーボール協会

勝山市陸上競技協会

勝山市バドミントン協会

委託

各部活動 指導

連絡、報
告、相談
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 3 校 実施した地域クラブ総数 3 クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） 3 クラブ（3 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） 0 クラブ

全体の指導者数 ２４名 全体の運営スタッフ数 ２４名

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは
末尾に（新）を

付ける

実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

勝山市バド
ミントン協会

地域ス
ポーツ団
体

バドミントン
週 1 回

（土曜日中心）
13時～
16時

1年 ９名

2年 12名
3年 13名

5月～
2月

勝山南部
中学校体
育館 等

15 名 15 名 無料

中体連：部
活動
その他：地域
クラブ

勝山市バ
レーボール協
会

地域ス
ポーツ団
体

バレーボール
週 1 回

（土曜日中心）
9時～
12時

1年 7名
2年 12名
3年 10名

4月～
2月

勝山南部
中学校体
育館 等

３ 名 ３ 名 無料

中体連：部
活動
その他：地域
クラブ

勝山市陸上
競技協会

地域ス
ポーツ団
体

陸上競技
週 1 回

（土曜日中心）
9時～
12時

1年 5名
2年 2名
3年 5名

4月～
2月

大野市ふ
れあい公
園 等

6 名 6 名 無料
中体連：部
活動
その他：地域
クラブ
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

バドミントン

運営団体名 勝山市バドミントン協会

期間と日数 4月６日 ～ 2月8日（週1回程度）

指導者の主な属性 協会員、教員、大学生

活動場所 勝山南部中学校体育館

主な移動手段 各自現地集合

１人あたりの参加会費
等（年額）

無料

１人あたりの保険料
無料
※スポーツ協会が掛ける保険で代用

●勝山市バドミントン協会 活動概要

記入例：

●統括責任者

役割：活動における管理者として、実施日の確定、会場確保、指導者の調整

●主任指導者 2 名

役割：指導者と練習内容を整理し、学校や参加者（保護者）と調整行う

●指導者 １３ 名

役割：主任指導者の指導計画を元に生徒の指導を行う

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

勝
山
市

勝
山
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
（
運
営
主
体
）

勝
山
南
部
中
学
校

バドミントン
業務委託

参加

・運営体制の整備
・地域クラブ活動の実施
・指導者謝金の支払い
・保険加入
・連絡体制

勝
山
中
部
中
学
校

勝
山
北
部
中
学
校
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取組内容

2.実証内容と成果

・メールやLINE等を活用した生徒や保護

者への連絡体制を構築できた。

・指導者間についても上記と同様な連絡

体制を構築できた。

・運営団体については従来からあるバドミン

トン協会が担っており、これまでにジュニア育

成等の事業を実施しており、その際に構築

した実績に基づき運営できた。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・生徒や保護者への連絡体制の

確立

・指導者との連絡体制の確立

・運営団体の整備等

・連絡がなく休む生徒もいたため、個別の連絡方法だけではなく、

掲示板方式等、多くの者が確認できるような連絡体制の構築

を考えたい。

・指導者に関しては、仕事の関係等で急に来られなくなる者もあ

り、時間ギリギリに指導者を入れ代えることもあった。

今後の課題と対応方針
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組の成果

・生徒の参加人数も多いので、常

に複数の指導者を配置し、個々

のレベルにあった指導体制の構築

を図った。

・各協会員のネットワークにより大学生や社

会人の指導者を確保した。

・勝山市のバドミントン競技においては過去

に全中制覇などの実績があり、地域スポー

ツとしての地位を確立しており、市内・県内

に出身者が多く、それらのネットワークを活

用した。

・特に１年生では参加者のレベルに思った以上の開きがあり、指

導がその生徒に集中してしまい、なかなか他の生徒に手が回らな

い時があった。

・指導者も仕事の関係上、毎回練習に参加できるわけではなく、

生徒の希望とその日の指導者のマッチングが難しい時もあった。

・今後は時間に余裕のある年代にも声をかけて指導に参加して

もらうことや、高校生年代との練習なども取り入れていきたい。

今後の課題と対応方針
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果 今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・スポーツ少年団や高校年代との

交流を図る。

・施設の利用など連携を図る。

・スポーツ少年団や高校年代との交流につい

ては実施できなかった。

・施設の利用については、基本的には中学校

体育館を使用しているが、他の活動動との日

程調整もスムースに行うことができた。

・市営施設についても部活動としての使用に

準ずるということで使用料の免除などの措置を

実施してもらえた。

・今年度については縦のつながり（異年齢層との交流）が実

施できなかった。指導者の中には普段スポーツ少年団等で指

導する者もいるので、それらの団体との連携も図りたい。

・県立勝山高校はバドミントンの強豪校であり、２年後にはそ

の敷地内に統合する中学校を建設する予定となっているので、

今の内から中高生の連携を図ることは重要だと考えている。

・施設の利用については、生徒数の減少などにより学校体育館

の利用時間には余裕があったので日程調整はスムースに行えた

ので特に問題はなかった。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・それぞれ違う学校から参加して

いることもあり、当初は基礎技術

の向上と基礎体力の向上、及び

参加者が仲良くなるための指導

を中心に実施した。

・ある程度基礎が固まってからは、

参加者のレベルに分けて指導を

実施した。

・シングルスだけではなく、ダブルス

の指導も実施した。

参加人数 ３４人 指導者数 １５ 人

属性 バドミントン競技

具体的な内容

バドミントン競技の指導
・基礎練習
・ゲーム形式の練習
・基礎体力の向上

参加者の声

⚫ 違う学校の仲間と一緒に練習できたことがうれしかった。大勢で練習できて良かった。
⚫ 違う学校の子や、違う学年の子ともペアを組んで練習したり、対戦したりなどして楽しかった。
⚫ 教えてくれる人が丁寧に教えてくれた。いろいろな意見を聞けてよかった。
⚫ 午後からの練習だったので、宿題などの用事を片づけてから参加できてよかった。
⚫ 参加者のレベルが高い人もいて、ついていくのに苦労した。

関係者の声

⚫ 最初は参加者のレベルがまちまちで、指導にも戸惑ったが真面目に参加してくれる生徒が多く、
参加者の多くが一定のレベルまで達することができた。（指導者）

⚫ 教員でない指導者に対しても挨拶などがしっかりできていて良かった。（指導者）
⚫ 生徒が学校の区別なく、異学年とも仲良く活動していたので指導しやすかった。（指導者）
⚫ 送迎が大変こともあった（保護者）

運営経費 運営経費に関して関しては国委託金及び県補助金、市委託金で賄った

活動の詳細
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項 今後の課題と対応方針取組の成果

・活動場所として学校施設を有

効活用する。

・施設の利用については、基本的には中学校

体育館を使用しているが、他の活動動との日

程調整もスムースに行うことができ、基本的に

勝山南部中学校体育館で活動できた。

・施設の利用に関しては社会体育団体と同

様とし、外部玄関から入ることによって教員が

会場準備等をしないですむように配慮した。

・施設の利用については、生徒数の減少などにより学校体育館

の利用時間には余裕があったので日程調整はスムースに行えた

ので特に問題はなかった。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ク：その他の取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項 今後の課題と対応方針取組の成果

・改革推進期間終了後を見すえ

た取組を考察する。

・令和８年度夏以降は完全に休日の部活

動は停止することを市全体として決定した。

・令和８年度夏以降は部活動という枠では

なく、放課後活動という名目で取り組むことと

する。

・勝山高校やスポーツ少年団など異なる世代

の活動との協力体制の構築はできなかったが、

小学校ー中学校ー高校という育成の大切さ

については内部検討した。

・休日の部活動だけではなく、平日の活動をどのようにするかの

検討が必要。

・部活動という枠にとらわれないように、中体連加盟種目だけで

はなく幅広い活動ができるよう、市内で活動する様々な団体と

の連携が必要。

・中学校が統合すれば勝山高校の敷地内に校舎ができるので、

部活動においても高校と連携した活動が期待できる。また、ス

ポーツ少年団などとの連携についても強化したい。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果

●成果の評価●総括

・次年度以降も地域移行に向けた活動を取り組むにあたり、統括責任者等のお世話

をする人間の若返りを図りたい。

・指導者の確保に関しも大人世代だけではなく、地域移行を経験した高校生などにも

今後協力を求めたい。

●今後に向けて

バドミントン競技は昭和43年に開催された第23回国

民体育大会において、勝山市が競技会場となったことに

より競技人口が増え、強化も進んだ。

過去には、全日本選手権（シングルス・ダブルス）優

勝者である長谷川博幸氏や東京・パリオリンピックに出

場した山口茜選手を輩出しており、中学生年代におい

ても平成17年には勝山南部中学校が団体で全中優

勝するなど「バドミントン王国」であった。

近年は少子化により部員数も減少傾向にあるが、小

学生年代ではバドミントンのスポーツ少年団活動が盛ん

であり、また「バドミントン王国」世代の指導者が活動し

ているこのタイミングで中学生年代のバドミントン競技を

盛り上げることによって、小さな町でも競技が継続でき、

将来につなげることができるような体制の確保を目指した。

今年度もバドミントン競技の地域移行に関しては34

名の参加登録があり、市内にある運動部活動の中では

非常に多くの参加者を集めることができた。

・参加者は多く、参加率も非常に高かった。（実証実験実施期間を通じての参加率

は84％）

・指導者においても市内外からバドミントン経験者で高校年代等で全国大会を経験し

たメンバーを集めることができ、技術的には高度な指導が実施できた。

・初心者から参加した生徒もいたが、丁寧な指導を心がけたので続けて参加してくれ、

平日の部活動においても積極的に活動しているとの報告を顧問から受けた。

・中学校を卒業してもバドミントンを続けるため、地元の勝山高校に進学する生徒が

多くいた。
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果②

【多球練習】 【学校の枠を越えたダブルス練習】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

●ステークホルダー

学校、スポーツ協会、競技団体、市長部局、市教委

●経過

令和4年度末に国の実証実験を受けるにあたり、各種スポーツ団体や

学校現場と相談したが、土台となる総合型地域スポーツクラブがなく新

たに立ち上げるのは困難であった。しかし、勝山市スポーツ協会では各

団体に補助金を出し、小中学生年代のスポーツ普及・強化活動を実

施していた実績があったので、その手法を拡充する方法で地域スポーツ

クラブ活動の端緒とすべく検討したところ、単一競技ではあるがバドミント

ン、バレーボール陸上競技の各協会が実施に手を挙げてくれた。。

●実施内容、工夫した点 等

令和9年度の中学校統合（3校→1校）に向け、学校間の垣根を越

えた活動については望むところであり、特にバドミントンについてはオリンピッ

ク選手も排出するなど、過去から人気の部活動でありその競技団体が

手を挙げてくれたことは非常に喜ばしいことであった。令和5年の地域移

行のこけら落としには実業団選手を呼び生徒の興味を誘った。また、地

域クラブ

令和4年

検討開始
生徒、保護者へ
の説明

令和5年 令和8年

受け皿団体や
指導者の選定

学校現場との
調整

地域クラブ活動
の開始

記載例）

地域クラブ活動
の拡大

の活動に当たっては市営施設の使用料を学校利用と同じとし、減免の措
置を取るなどし、クラブが活動しやすい環境の整備も行った。

●実施にあたって生じた課題

休日のクラブ活動において、指導者を集めることが最も難しい。また、保

護者も部活動と地域スポーツクラブの違いを理解いただけず、学校へ問

い合わせをすることなども見受けられた。

また、団体種目によっては指導者と保護者の意見が合わず活動を開始

したが、1年間で活動停止に至ったクラブもあった。

●今後の展開

令和8年秋からは、市内すべての中学校において休日の部活動を実施

しない予定である。本格的にスポーツを追及するようなクラブだけではなく、

楽しんで活動できるように平日から部活動という名称ではなく放課後活

動として様々な体験ができるよう工夫したい。そのためにスポーツ協会だ

けではなく、スポーツ少年団や文化協会などとも連携し、様々な活動の

展開を実施していく。
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

2023年度
（R5年度）

2024年度
（R6年度）

2025年度
（R7年度）

2026年度
（R8年度） 目指す姿

県

〇
中
学
校
統
合
に
合
わ
せ
た
生
徒
の
放
課
後
活
動
の

確
保

〇
地
域
ス
ポ
ー
ツ
や
地
域
文
化
の
新
た
な
担
い
手
と

し
て
中
学
生
に
活
躍
の
場
を
設
け
る

〇
学
校
現
場
の
働
き
方
改
革
の
実
施

市

学
校

団
体

ガイドラインの改定

休
日
の
部
活
動
の
停
止

地
域
移
行
実
証
モ
デ
ル
開
始

地
域
移
行
実
証
モ
デ
ル
継
続

地
域
移
行
実
証
モ
デ
ル
拡
充

学校、団体との連
携・協議

行政、団体との連
携・協議

行政、学校との連
携・協議

学校、団体との連
携・協議

行政、団体との連
携・協議

行政、学校との連
携・協議

学校、団体との連携・協議

行政、団体との連携・協議

行政、学校との連携・協議

実証実験の実施 実証実験の実施 実証実験の実施（参画団体の拡充）

団体間の情報交換 団体間の情報交換

自主運営に向けた検討 自主運営に向けた検討

団体と共同した指導 団体と共同した指導 団体と共同した指導

余暇としての教員の指導

生徒・保護者からの意見徴収

運営経費の確保

参画団体の確保

情報の提供

運営経費の確保

参画団体の確保

情報の提供

運営経費の確保

参画団体の確保

情報の提供



地域スポーツクラブ活動体制整備事業

令和6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

福井県 鯖江市

自 治 体 名 ：

担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

福井県鯖江市

代表 0778-53-2260

学校教育課 スポーツ課
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

現在の本市地域移行の取組は、令和3年度

より国のモデル事業を実践を通して、令和4年度

に協議会を設置し、中学校区にある総合型地

域スポーツクラブを運営団体・実施主体とするこ

ととした。また、基本方針において、令和5年度か

ら7年度までを学校部活動と地域クラブ活動の

併存期間とし、令和８年度に本格開始できる

体制づくりに努めることとし、活動拠点は中学校

施設、市内施設も活用した準備期間とすること

を決定し、休日に活動している部活動の地域移

行が生徒や保護者に混乱や支障なく取り組める

よう準備している。

市内中学校は、大規模校2校と中規模校１

校であり、現状では生徒のニーズに対応できてい

るが、今後の少子化に向けての取り組みや生徒

の多様化への対応、運営基盤の確立の観点か

ら、3つの総合クラブの年会費の統一、合同保

険加入を実践し、現在、運営団体が 市全体

で運営できる体制づくりの協議を始めた。

総合クラブは会費が必要であるのに対し、学校

部活動が無償であったこと、平日と休日の指導

者が変わることへの不安など、長年続いた部活

動からの変化に戸惑いのある保護者への周知を

継続して行う必要がある。

面積 ８４.５９ k㎡

人口 ６８,３０２人

公立中学校数 ３ 校

公立中学校生徒数 2､０５９ 人

部活動数
（運動部）
４４ 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済

出典：鯖江市教育委員会資料抜粋

【課題】

〇指導者の質の保証と量の確保

〇地域や保護者への周知（受益者負担）

〇持続可能な活動にするため

・新たな会費設定（R7見直し予定）

・市内総合クラブの運営基盤の確立

・少子化に伴う対応

2024.12.1現在
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・スポーツ課 ・・・総合型地域SC、学校開放、公認指導者関連

・学校l教育課・・・学校部活動、兼職兼業関連、地域クラブ活動ホームページ

・生涯学習課・・・公民館活動（社会教育全般）

・教育政策課・・・学校施設整備、管理

◉首長部局

・総合政策課・・・スポーツSDGｓ（指導者研修会）

・市民主役推進課・・・JK課（高校生との関連）

令和６年 ４月
中学校長会
（学校）地域クラブ担当者会
地域・文化コーディネーター会

令和６年 ５月 三クラブ連絡協議会

令和６年 ６月
三クラブ連絡協議会
中学校長会

令和６年 ７月
（学校）地域クラブ担当者会
地域・文化コーディネーター会
三クラブ連絡協議会

令和６年 ８月 三クラブ連絡協議会

令和６年１０月
中学校長会
三クラブ連絡協議会

令和６年１１月
（学校）地域クラブ担当者会
文化コーディネーター会

令和６年１２月 三クラブ連絡協議会

令和７年 １月

令和7年 3月

（学校）地域クラブ担当者会
文化コーディネーター会

地域クラブ活動推進協議会
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 ３ 校 実施した地域クラブ総数 ４４ クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ４４ クラブ（４４部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ０ クラブ

全体の指導者数 １５９ 人（併存期間、兼職兼業含） 全体の運営スタッフ数 ５ 人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末尾に（新）を付ける

実施
回数

実施
時間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数
運営ス
タッフ数

会費
大会参加
方法

（特非）
さばえス

ポーツクラ
ブ

総合型
地域

スポーツク
ラブ

陸上、バレーボール（男・女）、
バスケットボール（男・女）、ソ
フトテニス（男・女）、柔道、
剣道、軟式野球、卓球（男・
女）、サッカー、新体操（男・
女）、ホッケー

月
４回

9:00～
17:00
約3時間

中学生
（1～3）

（陸上）
小学生・高
校生参加

（剣道）
小学生参
加クラブ有

4月～3月

・鯖江中学校
体育施設

※大規模改修に
より9月より仮校
舎体育施設
・社会体育施設

７０ 人
内兼職兼業
(３３人)

３ 人

年会費
6,000 円
保険料別

中体連
：部活動
その他
：地域クラブ

鯖江北コ
ミュニティス
ポーツクラ
ブ

総合型
地域
スポーツク
ラブ

陸上、バレーボール（男・女）、
バスケットボール（男・女）、ソ
フトテニス（男・女）、柔道、
剣道、軟式野球、卓球（男・
女）、サッカー、水泳、体操
（男・女）、バドミントン

・中央中学校
体育施設

・社会体育施設

５７ 人
内兼職兼業
(３４人)

１ 人

東陽スポー
ツクラブ

総合型
地域

スポーツク
ラブ

陸上、バレーボール（女）、バ
スケットボール（男・女）、ソフ
トテニス（男・女）、柔道、剣
道、軟式野球、卓球（男・
女）

・東陽中学校
体育施設

・社会体育施設

３６ 人
内兼職兼業
(１４人)

１ 人

③その他、体験会やイベント等の開催実績

●生徒企画イベントの開催
・サバーフェスティバル（大規模改修前の校舎を利用してのイベント開催）さばえスポーツクラブ
・その他生徒企画イベント開催に向け、企画委員募集 ⇒ 応募者なし
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営・活動図）

地域クラブ活動で実施
した種目

陸上、バレーボール、バスケットボール、ソフト
テニス、柔道、剣道、軟式野球、卓球、サッ
カー、体操、新体操、サッカー、水泳、ホッ
ケー

運営団体名

鯖江市総合型スポーツ三クラブ連絡協議会
※組織再編、JSPO認証クラブを目指す

(特非)さばえSC、鯖江北CSC、東陽SC
※三クラブともJSPO登録クラブ

期間と日数
全種目：令和６年４月６日

～ 令和７年３月３０日
月４回程度

指導者の主な属性
総合型地域スポーツクラブ指導者
兼職兼業（教員）

活動場所
中学校体育施設
社会体育施設

主な移動手段 徒歩、自転車、保護者による送迎

１人あたりの参加会費
等（年額）

年会費 6,000円

１人あたりの保険料

スポーツ安全保険
生徒１人 ：800円/年
指導者１人：1,850円/年
団体保険
各クラブ：約100,000円/年

●三クラブ連絡協議会 活動概要

・統括責任者（各クラブ地域コーディネーター 3名）

役割：各種目の指導者との連絡調整を実施

他クラブで活動したい会員（中学生）に対してのサポート

指導者の質の向上と量の確保に向けた取り組み

・運営スタッフ ５名

役割：社会体育施設での合同練習時の施設調整

指導者謝金関連業務・相談窓口

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等
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取組内容

2.実証内容と成果

鯖江市では令和7年度までを併

存期間とし、令和8年度完全実施

に向け、中学校区にある総合型地

域スポーツクラブを運営主体とし、中

学校施設を中心とした活動を実施。

様々なニーズ対応は、公民館等と

協議し、令和8年度からできることの

模索・協議を今年度より開始。

会員の中学生は、三クラブのどの

種目にも参加できる体制を整え、令

和8年度以降、三総合クラブが持

続可能な運営ができる体制を整え

る協議を開始。

〇関係団体との調整

鯖江市運動・スポーツ推進計画推進委員会において、関係団体への連絡・報告等の調整・連携

〇鯖江市役所内関係課との調整

関係課との調整・・・スマートロック･校舎内シャッター設置等

〇小中学生・保護者・中学校教職員とのつながり

鯖江市内小中学生（小４~中２）、該当保護者に対しニーズ・アンケート調査を年度末に実施・公表

教職員への意識調査を年度末に実施

○運営団体の育成

令和5年度にマネジメント等の強化を図るため、令和５年度より全総合クラブのＪＳＰＯ登録団体、今後、認

証登録できる団体への育成を図る（現在クラブ再編に向け動き始めており、再編検討会を設置）

○「鯖江市中学校部活動および地域クラブ活動方針」を令和5年度末に策定し、今後の方向を示す。

○顧問と地域指導者の連携・・・地域コーディネーターによる種目ごとの打ち合わせ会の実施

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

総括コーディネーターの具体的な動きの実績

・運営団体である総合クラブへの指導・助言、アンケート調査

・市役所関係所管課、公民館主事との協議・調整

・市内関係団体への周知（単P、各学校には地域CD）

・運営団体三クラブの持続可能な運営体制の整備（三クラブ連絡協議会）

や新たな会費設定に向けた協議

令和8年度完全実施に向けた周知や協議に多くの労力が必要である。

周知に関しては、様々な会合や全世帯への配布物をするなど行っても、聞

いていない等の連続で、理解が深まらない状況である。

新しい動きであることや他市町と並列に動いていない、正解は誰にも分らな

い状況での協議や活動は理解を得るのに非常に労力が必要である。
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取組内容

2.実証内容と成果

【質の保証】

鯖江市運動・スポーツ推進計画推進委

員会において、令和7年度より公認資格

取得への支援を決定。（登録バンク）

【量の確保】

関係団体への説明・依頼を継続的に実

施。地域CDが地域情報をもとに指導者と

の面談等を実施。

令和6年3月に「中学生の活動方針」を策定

方針では、平日の学校部活動と休日の地域クラブ活動におけるガイドライン

ならびに指導者の質の保証と量の確保を明記。

〇学校部活動と地域クラブ活動が連携・協働・融合した活動となること

〇指導者は、学校と地域（各SC）が認めた指導者であること

以上の趣旨に合意できる指導者となっている。

今年度、総合クラブに指導者登録を希望した方がいたが、当事者の指導歴

で勝利至上の指導を行っていた経緯があり、クラブの理念・学校部活動の目的

から逸脱することから、地域や学校から認められない等の事例が発生した。

163名

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

登録指導者の人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

10代 0名

20代 25名
30代 39名

40代 45名
50代 36名

60代以上 18名

登録指導者の年齢構成

種目による偏りがあり、

民間クラブ等がある種目

やクラブ対抗戦を実施し

ている種目は、試合に出

場することが目的となって

おり、気軽に誰でも参加

できる趣旨での指導者は

なかなか見つからない。

種目

登録指導者のうち、有

資格指導者は26/162

と非常に少ない状況であ

る。

※令和7年度より資格

取得支援予定

資格有無登録者属性

併存期間においては、

教職員で協力いただける

方には兼職兼業届を提

出していただいた。

地域指導者は、スポー

ツ協会員、元スポーツ少

年団指導者など様々な

方が登録している。

R6.12末現在 鯖江市地域クラブ登録指導者推移
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取組内容

2.実証内容と成果

昨年度末に、中学生（ジュニア）の指導はどうあるべきか、スポーツ・文

化とまちづくり、鯖江市の休日部活動の地域移行の展望など、現場の指

導者にはまだまだ周知が行き届いていないこと、運営側と現場の指導者

側がじっくり話し合う場を設けることなどを目的に指導者研修会を（特）

さばえスポーツクラブが実施。

他のSCの地域CDや関係者も同席し、今後の指導者研修会の開催に

ついて考えていただきく機会をセッティング。

令和6年度は3月14日に3クラブで開催予定。内容は、有名指導者

（ジュニア層に必要な指導、コミュニケーション、苦労話）による講演、種

で平日と休日の活動に違和感を持たない指導についてを協議予定。

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保②

指導者研修の内容

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

【現在の指導についての感想、意見、疑問】

・中学生が大人になり指導者として帰ってくるような指導を心掛けたい

・子ども達が楽しい、面白いと思う指導を心掛けて指導している

・女子指導には、女子の指導者が必要だと感じている

【今後に向けて必要なこと、考え方】

・スポーツの楽しいには、勝利、一つの技の習得、仲間との交流など

様々であるので、それぞれの楽しみを経験できるようにほめて育てる

指導が大切だと思う。

・中学校指導を地域指導者として20数年続けているが、無理をせず、

個々の能力に応じた指導をボチボチと取り組むことが子ども達がスポー

ツを続けることにつながっていくのかなと思う。

受講者の声

指導者研修の参加実績

・開催日： 令和6年３月１２日（火）

・開催回数： １ 回

・参加人数： ８４ 人

（特非）さばえスポーツクラブ主催研修会

鯖江中学校は、部活動関係者がほぼ出席し、地域クラブ活動の展望

等を理解。

地域指導者は、部活動顧問と指導や連携について協議

現場指導者の悩みや問題点などを運営側の聞き取り

研修会後、保護者が中心となり、強化目的（来年度は全国大会に

行けるチャンスがある）での活動がしたいと地域クラブを立ち上げ、近隣自

治体の中学生を入れたクラブ活動を実施する種目が出てきた。

各総合クラブには、市内中学生を中心とした、持続可能な活動および

方針に沿った活動を継続的に取り組むよう依頼。

※令和6年度は、令和７年３月１４日 三クラブ合同開催予定



9

取組内容

2.実証内容と成果

〇鯖江市運動・スポーツ推進計

画推進委員会

・スポーツ関連団体

・障がい者団体

○鯖江市地域クラブ活動推進

協議会

・スポーツ関係団体

・文化協議会

〇鯖江市スポーツ協会

〇鯖江市スポーツ推進委員

〇鯖江市スポーツ少年団

〇鯖江市PTA連合会

〇鯖江市内中学校PTA(単P)

〇鯖江市社会教育委員会

〇鯖江市ライオンズクラブ

各種団体の総会や会議など、機会あるごとに鯖江市の中学校

部活動地域移行や指導者、連携、今後の見通し等の説明・依

頼を継続して実践。

・鯖江市運動・スポーツ推進計画推進委員会

概要説明による理解、今後の見通しの中で、各団体が何

ができるかを具体に提示し、依頼

・鯖江市スポーツ協会（種目協会）

R5：概要説明、指導者紹介を依頼

R6：指導者紹介を再度依頼

・鯖江市スポーツ推進委員会

地域のコーディネーター、県外実践のゆるスポーツ活動紹介

障がい者スポーツ資格取得支援予定

・鯖江市スポーツ少年団

JSPO登録が総合型地域SCとスポーツ少年団が統合す

る予定であり、活動理念の共有が必要であることの説明

・PTA関連

概要説明、アンケート調査結果提示、指導者紹介依頼

・その他団体

概要、今後の見通し説明、指導者紹介依頼

団体への依頼ではリアクションは薄いが、その後、個

別に話をすると、スポーツ協会では個々に指導者を紹

介していただける種目団体も出てきた。

保護者の中から、指導者として登録する方が出てき

た。

継続した説明、依頼等が必要と感じている。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

説明・依頼団体 取組内容

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

グラフ等データ
※出典も要記載

休日の地域クラブ活動での保護者や地域人の立場で
参画や協力について【小中保護者】

人

協力・参画してもよい
（小保50.7%、中保44.4%）

難しい
（小保47%、中保52.1%）

令和５年 鯖江市児童生徒アンケート調査結果
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

鯖江市の地域クラブ活動の取り組みは、

市内の子どもたちの活動を中心に行って

いる。

運営団体である3つの総合型地域ス

ポーツクラブは、中学校区の子ども達の登

録、市内活動を主として取り組んでおり、

市内どのクラブ活動にも参加できるシステ

ムでの活動となっている。生徒や保護者、

指導者間などのつながりで市外生徒が希

望した場合でも受け入れることとなってい

る。

鯖江市は、まずは休日の学校部活動の

地域移行、次にやりたい種目やまちづくりの

観点で、何をしていくかを主に取り組んでいる。

従前から平日・休日に活動している地域ク

ラブ活動は、今までの実績のもと活動してい

ることから、活動への支援や周知等は行って

いない。

鯖江市は近隣自治体との連携はなく、

独自に取り組んでいるため、他の自治体との

連携はなく、役割はない。

・近隣市町と本市との活動内容や考え方の違いに

より、他市町と広域で連携することは現段階では難

しいが進める必要がある。

・自治体間の調整役が不在である。

・地域クラブ活動には市の税金が投入されており、

他自治体の子どもに対し、新たな会費設定が必要

との声もある。

取組事項 各自治体の役割

今後の課題と対応方針

市内中学生が市外の地域クラブ活動に参加してい

ることから、市外中学生を受け入れる体制づくりの重要

さは認識している。

家庭環境が違う子どもたちが、休日の活動を市内外

で選択できる場を作ることは大切であり、自治体での

連携は必要であるとは感じている。

取組の成果

移動手段 事務局運営の方法

鯖江市は、中学校施設を主

な会場としており、中学生は基

本、徒歩と自転車での移動とし、

休日に子どもを送迎できない家

庭でも参加できることを念頭に

取り組んでいる。ただ、保護者

送迎できる家庭環境のところは

送迎することもある。

市外会員の中学生は、保護

者送迎により活動している。

市内三クラブは市内中学生

においては、校区のクラブに登

録することとし、市外中学生

については、市内中学生と同

様の対応をしており、特別な

対応はしていない。

ただ、入会時に保護者送

迎等の有無は確認している。

R6.12末現在 鯖江市外中学生活動状況調査
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

イベントの開催（活動の周知を含む）

(1)総合型地域スポーツクラブの活動に対しての理解を深めるイベントの開催

〇バブルにタイムスリップ

（特非）さばえスポーツクラブイベント（会員・非会員関係なく参加可）

(2)中学生がやりたいことを自ら企画し、実践するイベントの開催

〇「サバーフェスティバル」

（特非）さばえスポーツクラブが主体となり、鯖江中学校が大規模改修前に、

現役の中学生が企画・運営したイベントを地域住民に対して開催し、学校の

思い出を作る。

〇「とどけ青春！」を三スポーツクラブで、中学生が企画・運営する教室等の

開催企画委員を募集

ダンスや料理教室など現役中学生がやりたいことを企画する委員を募集し

たが、参加を希望する中学生はいなかった。

取組の成果

今後の課題と対応方針

クラブイベントの「バブルにタイムスリップ」のイベントには幼児や小学生・保護

者、一般の方が多く参加したが、中学生や高齢者の参加は少なかった。

反省会では、全世代をターゲットにしたイベント開催は難しく、今後、三クラ

ブでどのようなイベントがよいかも含め、協議が必要であるとの認識が共有され、

次年度もクラブイベント開催に向け工夫して取り組むこととなった。

中学生が企画・運営するイベントの開催は、学校の大規模改修を機に取り

組むことには、多くの中学生が関わることができたが、中学生が自ら企画して休

日に実施する企画には、消極的であることが分かった。次年度は、中学生が

もっと気軽にできる内容での実践を試す工夫が必要だとの意見をもとに取り組

む予定である。

令和6年度 鯖江市総合クラブチラシ
さばえスポーツクラブチラシ
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等①（会費設定、生活困窮家庭への支援）

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

鯖江市内の中学校区にある総合型地域スポーツクラブは、令和3年度に年会費6,000円の統一会費を設定。令和8年度地域クラブ活動の完全実施時より、

地域クラブ活動のみ新会費での活動を目指している。（令和7年度にクラブ再編、会費設定の委員会で協議し、令和7年度前半に決定予定）

生活困窮家庭への支援については、総合型地域スポーツクラブ設立時より、支援の議論をしていた。ただ、個人情報の取り扱い、困窮家庭の線引き、事務手

続き等のハードルが高く見送った経緯があり、現在に至る。

令和5年度より、休日は地域クラブ活動への参加を促したことから、教育委員会において、生活困窮家庭を準要保護家庭として支援している。

条件は、教育委員会が準要保護と認めた家庭であり、中学生が総合型地域スポーツクラブ会員で、学校部活動の種目や他の種目に参加している家庭とした。

取組事項 鯖江市の考え方（会費設定・生活困窮家庭の中学生が気軽に参加できる）

運営団体と学校・教育委員会の連携

【会費設定】

〇基本的な考え方（有識者・市教委・三クラブ・学校での委員会設置）

令和7年度に、令和5.6年度中学生加入状況や保護者アンケート結果・他町

の会費情報・持続可能な運営や公的支援等を考慮し、試算。

令和7年度前半に会費を決定し、後半に保護者等に周知予定

【生活困窮家庭への支援】

〇基本的な考え方

・学校部活動の地域移行の影響で生活困窮家庭の子どもが地域クラブ活動

に参加できないことを防ぎ、行政・地域・学校で支えていく体制を構築する。

〇教育委員会：準要保護家庭調査、該当家庭決定

※令和3,4年モデル

事業時に、該当種目

に対し、1年間の家庭

負担額を調査し、生

活困窮家庭への支

援経費を決定した。

生活困窮家庭支援経費の決定

令和４年度 モデル種目個人支出調査より 鯖江市
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等②（会費設定）

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

【委員会の設置】

鯖江市総合型地域スポーツクラブ組織再編委員会

・中学校部活動の地域展開を契機に、市内3つのクラブを今後どのように

再編していくか（クラブ再編）

・令和7年度末協議会において、令和8年度以降の持続可能な地域ク

ラブ活動会費を設定し、協議会承認後、保護者に周知することが決定

【会費設定参考データー】

・令和5，6年度中学生加入状況

R5:休日活動（部活動加入⇒地域クラブ活動加入）89.1%

R6:休日活動（部活動加入⇒地域クラブ活動加入）90.8%

・保護者アンケート

地域クラブ活動月会費

・県内他市町情報の収集

県内他市町の会費設定情報を聞き取り、参考意見とする

取組

今後の課題と対応方針

持続可能な運営をするためには多くの会費が必要だが、保護者負担が大き

くなることにより、参加を戸惑う家庭が出てくる等の狭間の中での協議が予想さ

れる。

委員会では、運営団体の運営・指導者謝金と行政支援、その他収入源

等を模索しながらの協議となる可能性がある。

試算イメージにおいては、クラブの自立を考慮し、クラブ意見を尊重した流れ

の中で作成し、協議を進める予定。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

〇スマートロック（令和6年度完全実施）

利用時間帯のみ開閉可能な暗証番号となり、利用する時間にメリハリ

がついた。

活動日誌（報告）はＱＲコードで可能となり、利用団体の手間が減っ

た。

〇校舎内シャッター

休日の地域クラブ活動が利用できる教室と学校教育活動との同線整

備ができた。

取組の成果

〇校舎内シャッター

教職員には、休日前は関連教室、シャッター閉・施錠、休日明けの教

室・シャッターの開・開錠の作業が増えることとなる。学校とクラブの申し合わ

せ事項として、令和8年度から完全実施とし、教職員に作業が浸透するよ

う依頼中である。

管理職には、スマートロック、校舎内シャッター設置により、学校の鍵の集

中管理ができることにより、教職員が休日学校へ来ての業務することなど業

務管理ができることを伝えた。

地域クラブ活動方針として、中学生が徒歩や自転車で通えるよう、活動

拠点を、市内各中学校施設とした。

学校管理規則、学校開放規則の見直しに着手。

学校体育館にスマートロック設置を設置し、中学校区の総合型地域ス

ポーツクラブに休日と夜の施設運用・管理を依頼した。

校舎内にシャッターを設置し、校舎を利用する文化活動（主に吹奏

楽）、スポーツ関連種目の更衣室、外競技の雨天時の避難等の場所の

提供を目的に設置した。

令和５年 中学校廊下シャッター設置工事概要 鯖江市
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ク：その他の取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

一貫指導が持続可能な活動とするためには、小中高校の指導者間を取りまとめ、連

携を保つコーディネーターの存在が大切である。

本来なら、種目協会が担うことであるが、市協会にはそこまでの活動を実施しておらず、

人材不足である。

鯖江市の休日の地域クラブ活動（陸上）では、市内陸上競技場を活用し

ている。土曜日の活動は、総合型地域スポーツクラブの小学生・中学生・地元

高校生陸上部・他地区の高校陸上部・一般など多くの方が利用しており、危

険回避のため、小学生が競技場外で活動することもある。

令和4年度からは、中高の陸上関係者により連携した活動は徐々に出てき

ているが、問題点も多くあることから、鯖江市運動・スポーツ推進計画推進委

員会において、令和7年度からは、土曜日午前を市内総合クラブ小中学生と

地元高校陸上部の専属利用とし、鯖江市の小中高校生が交流できる場、一

貫した指導ができる場を設定していくこととなった。

〇指導者の属性

・総合クラブ指導者

小中学校対象指導者

・地元高校陸上部顧問

〇工夫

・総合クラブ指導者と高校陸上部

顧問との協議に総括CDも入り、

活動内容について協議

指導者の属性や配置の工夫

一貫指導の考え方としては、小中高校生の交

流もあるが、指導者同士が理念の共有や世代

をつなげることも大切な要素であると考えている。

陸上指導者間での協議では、小中世代での

活動に高校顧問が指導に入る、高校生からの

指導（種目によって）を想定。

ただ、指導者を取りまとめるコーディネーターが

必要であるとの意見も出た。

一貫指導に関する部活動顧問との連携事例取組の成果

陸上関係者からは、小中高校の指導者が連携し、施設の有効

活用ならびに高校生が指導する場の設定など、様々な活動をし

たいとの要望があった。

少子化の流れの中で、陸上を好きになる子どもを増やしたいとの

取り組みが、他の種目にも波及するようにしていきたいと考えてい

る。

R4,10,30 福井新聞
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

鯖江市運動・スポーツ推進計画推進委員会では、スポーツでのまちづくりに関して様々な

意見が出ている。スポーツに参加するだけでなく携わる（指導、運営、サポート）ことはまち

づくりであるとの認識が持てるシステムが必要なのではとの意見が出てきており、次年度以降

の議論が非常に大切になってくる。

地域クラブ活動を起爆剤として、様々な世代の人たちがスポーツに親しみ、鯖江市の若者

が自慢できる鯖江市となるよう取り組む予定である。

●今後に向けて

鯖江市は、令和8年度完全実施に向け、令和5～7年度を

併存期間としており、令和6年度は、準備期間の途中である。

令和8年度完全実施の姿（運営体制、指導者の質の保証

と量の確保、各種目指導現場、中学生のやりたい種目への参

加、中学生・保護者への周知等）は、現在、三つの総合型地

域スポーツクラブ再編の動きや諸活動での市役所内関係課と

の調整もあり、目指すものがあっても具体の取組には至っていな

いが、徐々に様々な形で成長していくものだと捉えている。

ただ、進行中だからこそ、様々な団体や立場からの意見を吸

収しやすく、よりよい運営体制や指導者での協力を多く得られる

ことができ、将来にわたり地域クラブ活動が充実し、ステップアッ

プができるのではないかと考えている。

また、中学校部活動の地域移行が健康・スポーツ振興のきっ

かけとなり、他の世代の活動にも注目が集まり、様々な施策や

まちづくりを打ち出すチャンスが出てきている。

本市においては、20数年前の総合型地域スポーツクラブ創

設時と同様に市や関係団体にウェーブが起きており、運営団体

である総合型地域スポーツクラブが改革を余儀なくされ、現在に

至っている。令和6年度は、様々な団体、特にスポーツ関連団

体の取り組みを見直すチャンスが訪れたとの考えで取り組むこと

ができるようになってきた。

○鯖江市運動・スポーツ推進計画推進委員会 提案 令和7年度実施項目

・アプリを使った健康・まちづくりポイント制度の創設(高齢者､働く･子育て世代､女性等)

※将来、地域クラブ活動指導者、運営団体関係者にポイント付与できないか

・指導者資格取得支援制度の創設

公認指導者資格取得支援・・・地域クラブ活動、スポーツ少年団

障がい者スポーツ資格取得支援・・・スポーツ推進委員

※将来、地域クラブ活動において、障がい者指導や交流等ができないか

・地域クラブ活動が使いやすい体育施設（学校、社会体育施設）への推進

規則見直し：学校管理規則、学校開放規則

※地域クラブ活動、学校開放事業において、運営団体に中学校施設管理・

運用を依頼

休日に市内小中高校生が優先利用（陸上競技場）

※一貫指導ができる場の提供
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●参加者の声（スポーツ・文化共有）●鯖江市小中学生・保護者アンケート調査結果（R6.12～R7.1）

対象：小学校4～6年生とその保護者、中学校1,2年生とその保護者

Q.【小中学生】(小)中学生になったら、休日どのようにすごしたいか、(中)休日の過ごし方

Q.【中学生】平日の学校部活動について

中学生

・専門的な指導を受けることができる。

・平日と変わらないので分からない（指導者・場所）

・仲間といっしょに頑張ることができる

中学生保護者

・変わらない状況で会費を支払う意味が分からない。

・世の中の流れであり仕方ない。子どものやりたいことをやらせたい。

・地域指導者とうまくかみ合わないことがあり、子どもから休日の活動

を辞めたいと相談を受けた。スポーツクラブでは、他クラブでの活動も

認められており、休日は他クラブの違う種目をしてみてはと助言し体

験したところ、今では毎週楽しみに参加するようになった。

Q.【中学生】休日の活動に期待すること
（複数回答）

指導者

・学校の先生方との話し合では、引率・指導・大会協力など多くの業

務があることが分かった。当初は、技術・戦術指導だけかと思っていた

が、大変であることが分かり、指導を引き受けたことに戸惑いがある。

・教員のOBを地域でもっと探してはどうか。

指導者（陸上・地域指導者）

小学校から高校までの子どもたちが一斉に練習する形は非常に良

い。小学生やその保護者が中高校生の練習する姿を見てあこがれや

安心感が持て、陸上を続けたいという子どもが増えるのではないかと

期待している。

平日の継続・両立
小50.8%、中81.1%

両立・平日と違うこと

小7.5%、
中3.8%

自分のための時間

小31.3%、
中9.3%

休息

満足群
93.2%

不満群
5.9%
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2.実証内容と成果③

【保護者啓発チラシ】

参考資料

周知に向けての広報は、鯖江市の会議(鯖江市運動・スポーツ推進計

画推進委員会、PTA連合会、スポーツ協会、スポーツ推進委員会等)で

は、総括コーディネーターにより説明。(資料:国の部活動地域移行資料)

学校行事（入学式、入学説明会等）や学校PTA関連集会（PTA

総会等）には、該当地域である総合型地域スポーツクラブが中心となり説

明を実施。

出典:鯖江市三クラブ連絡協議会

広報・周知資料
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【軟式野球 地域クラブ活動中】 【軟式野球 地域クラブ活動中 練習試合前ミーティング】

【陸上競技 地域クラブ活動中】 【剣道 地域クラブ活動中】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

●ステークホルダー

市内中学校

中学校区の総合型地域スポーツクラブ

●経過

モデル事業において、検討会を設置

し、中学校区の総合クラブに運営を

依頼

●実施にあたって生じた課題

中学校側の理解が乏しことや会費が

発生することへの周知不足等での不

安があり、当初は地域と学校間でな

かなか協議が深まらないこともあった。

●実施内容、工夫した点 等

国の施策、今後の見通しを少しずつ

説明し、事業への協力・理解を得ら

れるよう進めていった。

●ステークホルダー

スポーツ関連団体

スポーツ協会（種目協会）

●経過

指導者発掘のため、様々な団体に

市担当者と総合クラブで説明・協力

依頼を実施

●実施にあたって生じた課題

各団体の目的が指導者育成ではな

いこと、中学生を指導できるものがい

ない等拒否されることが多かった。

●実施内容、工夫した点 等

団体では拒否されても、個別に話を

すると指導者を紹介してくれるところ

もあり、指導者を個別に依頼していっ

た。

●ステークホルダー

市内中学校

中学校区の総合型地域スポーツクラブ

●経過

令和5年度から7年度末までを学校

部活動と地域クラブ活動の併存期

間とし、3年間の準備期間を設定。

その間に、運営団体は自立できるよ

う様々な課題解決を実施することと

なった。

●実施にあたって生じた課題

市内中学生のニーズが市内の他総

合クラブにあることもあり、連携してい

く必要が生じた。

運営が大変であるとのことで、三総

合クラブ再編の協議がスタートした。

令和３年

検討会設置
（中学校、総合型地
域スポーツクラブ）

保護者：各総合クラ
ブから説明
関係団体：必要時
に説明・依頼

令和４年 令和５年 令和８年

保護者説明
練習会場設定
指導者発掘

協議会設置
基本方針・策定
※運営団体を総合
クラブとする

ガイドライン策定
地域クラブ活動開始
※学校の協力を得な
がらの実施

休日の地域クラブ
活動完全実施

併存期間
連携・協働・融合

●実施内容、工夫した点 等

令和５～7年度

子どもたちが平日と休日の活

動に混乱が生じない活動

・令和5年度（連携時期）

学校が主体となり総合クラ

ブが連携する地域クラブ活動

・令和6～７年度

（連携・協働時期）

学校と総合クラブが主体と

なり、ともに地域クラブ活動

・令和8年度（融合時期）

総合クラブと地域が主体と

なり地域クラブ活動
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性
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